























リスト教関係草稿類』翻刻と （一） 」 （ 『懐徳堂研究』第三号、二〇一二年） 、 「 『中井木莵麻呂キリスト教関係草稿類』翻刻と解説（二 」 （ 『懐徳堂研究』第四号、二〇一三年）の続編にあたり、本稿で完結する。内容解説　
儒教・仏教・キリスト教の三教を比較し、三者の優劣

































八、 「虚無寂滅」 。仏教は世界を「虚幻」 「寂滅」 「虚無」
とするものと主張。　























ために、 「他の宗教に秀出して、確実なる証左を握つて居る」 とする。この、キリスト教の優位性をただ一点 「天啓を受けた」 というドグマ 帰する論法は、 「返信１」 「返信２」と同様のものである。　
十四、 「天啓の証徴」 。キリスト教が「天啓を受けた」
宗教であるこ を強調。　
十五、 「不動不変の証徴」 。 「奇蹟と預言」の存在が、
キリスト が「世界に度越せる神出の宗教たるを証明」するとする。　
十六、 「異教の聖賢に対す」 。 儒教と仏教とについて、 「天
然の啓示は此等より奪はるゝ なし」 して再度「基督教に抵触せざる限に於て其遺訓をも尊奉することを辞せず」と寛容な態度を示す。おわりに　
本草稿は、 「三教比較」と名づけられてはいるが、そ
の紙幅の多くが仏教批判に充てられている。これに対して、儒教は比較的好意的に扱われており、木莵麻呂の中に「全無缺ノ真教」 （ 「返信１」 ）であるキリスト教、 「基督教に因つて完成せらるゝを待つ」 （ 「儒仏耶三教比較結論」 ）儒教、 「無神論に陥つた」 （ 「儒仏耶三教比較結論」 ）仏教という序列があったことが分かる。　
木莵麻呂は、仏教の出家主義に関して、仏教が「人類








































































































の諸國では基督降世前五 となし、西藏の諸民は三十世となし、 （二千四百廿二年至二千九百十九年）支那蒙古日本にても亦年計を異にして、或ハ十世 或は十四世と為して、 （九百四十九年九百五十年及千 百七 五百年或は千年を上下す。五、佛陀の傳記と福音經 記事との比較佛陀の傳紀には福音經の事迹に酷似したる所少からねば、或は佛教が基督教を假借 たりといひ、或は基督教が佛教を摹倣したりといふ説が起る であるが、併し両者を對比すれば、自か［三裏］ら趣がちがつて居る。 誕生の事迹に付ては、其父母

















六、佛教無神論の起因佛陀は「プラミン」等の遁世の法を見聞したれど 未意に満たずして、 「プラミン」等と神の存在の事世界の生出の事に付きて談論した事があつた。凡そ佛教が始めて印度に弘布せられた時、凡神［四裏］教及多神教が之に抵抗を試ミ が、此の二教は佛教に對して宇宙の大問題を解决する能力がなかつた為 佛教は遂に無神論に陥つたのである。
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七、性理学道義学形而上的哲学佛教には凡の宗教の根本要點たる神の存在の眞理を認めず。されば其攻究者は之を以て無神論の傾ある一種の性理學と為し、後の研究者は又單に道義學として、宗教的又哲學的組織を認めず、後に至りて一種の形而上的哲學と為つたのである と馬博士（マクスミルレルの事）はいつて居る。 」 ［五表］八、虚無寂滅要するに佛教の根本には、婆羅門教と同じく凡神主義傾いて居 所があつたが、只佛教の一歩を進めた所 、世界の生活の最上なる元素をも虚幻に帰して、絶待の寂滅即虚無とすることで る。九、佛教の救贖佛教の救贖は佛陀が自ら其身を以て代償する はなくて、教道と模範とを以て 己救贖の方法を示し だ佛教に於ては 人間が を得 最大要件は一に滅罪にありとして居る。然るに罪障深き人間にハ、到底尋常の途を以ては其目的が達し難い故に、制慾主義を以て獨の［五裏］方法を立てゝ、寧人類の繁殖を絶たむことを勤めた。さ

















































































手稿。一帙に原稿用紙を仮綴した五冊の抄本を収めており、表紙題簽等は附されていないが、一行目にそれぞれ「正教訳語改定上ノ私見」 ・ 「聖母原罪有無論」 ・ 「第一月一日
　
聖六尾
西利乙ノ伝」 ・ 「儒仏耶三教比較結論」 ・ 「大主教ニコライ師ノ命ヲ奉ジテ中井木莵麿拝覆ス」 ・ 「中井木莵麿再」と記されている。本稿では、 「大主教ニコライ師ノ命ヲ奉ジテ中井木莵麿拝覆ス」を「返信１」 、 「中井木莵麿再」 「返信２」と略称する。
（２）
  自注に「マクスミルレル」とあり イギリ （帰化ドイツ人）の東洋学者フリードリヒ・マックス・ミュラー（
F
riedrich 
M
ax M
uller ）のことと考えられる。
（３）
  「神滅不滅」論争とは、梁代、范縝の『神滅論』 （形（肉体）
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と神（霊魂）との関係を、刀の本体（質）と切れ味（用）という比喩を用いて、刀が無くなれば切れ味がそれだけでは存在できないように、肉体が滅すれば霊魂も滅すると論じた）に始まる、神（＝霊魂）が死後消滅するかしないかの問題に関する論争。僧祐編『弘明集』 （ 『大正大蔵経』巻五二）に多く関連資料を収む。
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